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テレビ国際放送

テレビ国際：定時番組
『Asia Insight』

T国際　金　10:30～10:58ほか
BS1  　月　14:00～14:28ほか

再月　 4:00～ 4:28ほか
　第 1回12.4.6／世界経済が不透明感を強めるな
か，存在感を増す中国やインド，成長のさなかに
ある東南アジア。グローバル化の中，大きく変わ
ろうとする社会や人々の生活，揺るぎない価値に
支えられた伝統など，アジアの今を切り取った。
／国際放送局，Gメディア
『ASIAN DREAMERS』　新

金　20:45～21:00ほか
　第 1回15.4.3／自分の能力を試し，夢をかなえ
るために日本やアジアから世界に飛び立ち，さま
ざまな分野で活躍する人々を紹介した。／国際放
送局，NEP
『Core Kyoto』

T国際　木　 8:30～ 8:58ほか
BS1  　水　14:00～14:28ほか

再日　 4:10～ 4:38ほか
　第 1回13.4.4，（BS1）15.4.22／四季の自然を暮
らしに生かし，絢

けん

爛
らん

たる伝統を受け継ぎ，新たな
創造も続けてきた1200年の都・京都。毎回，京都
の奥深い魅力の中核を成すテーマを設定し，それ
ぞれのテーマにまつわる文物・風景・人物・行事
を極上の映像でつづった。／国際放送局，NPN
『Delicious Japan!』　新

水　23:30～23:58ほか
　第 1回15.4.8／総合テレビで人気の，「食」をテ
ーマにしたバラエティー情報番組『うまいッ！』。
VTRを英語化したうえで，スタジオ部分を外国
人ゲストでリメイクした。／司会：マックスウェ
ル・パワーズ，メイ・パクディ／国際放送局，JIB
『DESIGN TALKS plus』　新

T国際　木　 9:30～ 9:58ほか
BS1　　　　日　 3:20～ 3:48

　第 1回15.4.2，（BS1）15.4.5／日本のデザインの
美意識，哲学を探求してきた『DESIGN TALKS』
をさらに強化し，日本の工芸，建築，アートなど
優れたデザイン性を海外に紹介し，そのユニーク
さや可能性を伝えた。／司会：アンドレア・ポン
ピリオ，シャウラ／国際放送局，NEP

『Dining with the Chef』
金　23:30～23:58ほか

　第 1回12.4.2／「健康的でバランスがとれた料
理」として世界が注目する和食。その中心を成す
食材の生かし方，調味料の秘密，盛りつけのコツ
などを伝えた。本格和食の斉藤辰夫シェフは調理
の基本を系統立てて手ほどきし，和食の料理法を
分かりやすく伝授した。行

ゆき

正
まさ

り香シェフはアジア
の食文化と日本の出会いをテーマに，新しい和食
の楽しみ方を教えた。／司会：斉藤辰夫，行正り
香，早見優，パトリック・ハーラン／国際放送局，
NED
『Doki Doki ! WORLD TV』　新

T国際　日　21:50～22:00ほか
G　　　日　22:40～22:50ほか

　第 1回15.4.5／日本とアジアのあらゆるジャン
ルの最新情報を発信しているNHKワールドTVの
番組から，とっておきの情報をウイークリーで届
けた。／司会：パトリック・ハーラン，ホラン千
秋／国際放送局，JIB
『Entertainment Nippon』　新

土　13:10～13:38ほか
　第 1回15.4.4／日本の優れたエンターテインメ
ントを，NHKがこれまでに収録したパフォーマ
ンスを活用し，海外の視聴者に届けた。／国際放
送局，制作局，NEP
『Face To Face』　新

火　 0:30～ 0:58ほか
　第 1回15.4.27／日本を代表する各界のリーダー
や著名人にきくインタビュー番組。その生き方や
考え方を通して，現代日本の社会状況や日本の進
むべき方向性を指し示した。／司会：ロバート・
キャンベル／国際放送局，NED
『GLOBAL AGENDA』　新

土　 9:10～10:59ほか
　第 1回15.4.25／世界のオピニオンリーダーによ
る討論を通じて，日本と世界が直面する課題の解
決に向けて提言した。日本からも各界を代表する
論客が積極的にディベートに参加した。／国際放
送局，NEP
『great gear』

T国際　木　 0:30～ 0:58ほか
BS1　　　　土　 3:00～ 3:28

　第 1 回12.4.5／日本ならではの技術や発想が光
る製品の数々や，各業界に特化した専門展示会に
見る最新トレンドなど，“Made in Japan”グッ
ズの最先端情報を発信した。海外に具体的なビジ
ネス・チャンスへ結び付く情報を提供すると同時
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に，それを支える日本人のモノ作りへのこだわり
や，日本製品の繊細さなどソフト面の背景につい
ても，インタビュー等を交え，分かりやすく発信
した。／司会：マシュー・マサル・バロン／国際
放送局，Gメディア
『Her Story』　新

T国際　水　10:30～10:50ほか
BS1　　　　月　 3:20～ 3:40

　第 1回15.4.29／女性の社会進出が経済成長の鍵
を握るいま，日本とアジア諸国で，国や地域に変
革をもたらしている「輝く女性」たちを取り上げ
た。／国際放送局，NED
『imagine-nation』

火　 9:30～ 9:58ほか
　第 1回08.4.1／世界で話題の日本のコミック・
アニメ・ゲームの最新トピックや，旬のクリエイ
ターへのインタビュー，制作現場への密着取材な
ど，世界に誇る日本のカルチャー情報を海外に発
信した。海外イベントとのコラボレーションも積
極的に行った。／司会：ニコラス・ペタス，ホラ
ン千秋／国際放送局，NEP
『Japanology Plus』

T国際　木　13:30～13:58ほか
BS1　　　　火　 3:00～ 3:28

　第 1回14.4.3／国際放送で03年度にスタートし，
日本文化を海外に伝えてきた『Weekend 
Japanology』『Begin Japanology』の後継番組。
日本の社会・文化・芸術・暮らしなど，さまざま
な事象を捉え，「外国人の視点で外国人に分かり
やすく」紹介した。日本に魅せられ，日本で活躍
する外国人の取り組みを特集する「Japanophiles」
のシリーズも交えて，日本の魅力をさまざまな手
法で発信した。／司会：ピーター・バラカン／リ
ポーター：マット・アルト／国際放送局，NED
『Japan Railway Journal』　新

金　 0:30～ 0:58ほか
　第 1回15.4.10／新幹線をはじめとした日本の速
くて安全な鉄道技術を紹介するとともに，熱心な
欧米の鉄道ファンが来日した時に楽しめる，日本
の最新鉄道情報を提供した。／司会：ラッセル・
トッテン，高木亮／国際放送局，Gメディア
『J-FLICKS』

（月 1回）火　13:30～13:58ほか
　第 1回14.4.23／世界各地の映画祭でも高く評価
されてきた日本映画。その魅力を，新作，話題作
を中心に紹介する番組。日本の著名な映画監督・
俳優などへのインタビューや，過去の名作にまつ
わるエピソードなども盛り込みながら，日本映画

の神髄を余さず伝えた。／司会：サラ・マクドナ
ルド／国際放送局，Gメディア
『J-MELO』

T国際　月　 0:10～ 0:38ほか
BSP　　　  日　 2:40～ 3:08

　第 1回05.10.7／日本のミュージックシーンを発
信する音楽情報番組。日本の音楽の最大の特徴で
ある「多様性」に注目し，ポップス，ジャズ，ク
ラシック，トラッドなど，ジャンルを越えたゲス
トを招き，日本の音楽とアーティストを世界に伝
えてきた。15年度も，ビデオクリップのほか，ス
タジオやライブハウスでのライブを積極的に放
送。また，世界の視聴者からの投稿写真やメール
を紹介したほか，海外でのファンミーティングな
どにも参加し，世界のJ-POPファンをつないだ。
／司会：May J.／国際放送局，JIB
『Journeys in Japan』

T国際　火　 8:30～ 8:58ほか
BS1　　　　水　 3:00～ 3:28

　第 1回10.3.30／日本各地のさまざまな地域の魅
力や，そこで営まれる日本人の暮らしを，外国人
リポーターの視点で伝える紀行番組。03年から放
送していた『Weekend Japanology』の中のミニ
コーナー「OUT & ABOUT」が原型。アウトド
アの旅，文化や伝統に自ら触れる体験型の旅など， 
さまざまな旅のかたちを提案した。／国際放送局，
JIB
『KABUKI KOOL』

水　13:30～13:58ほか
　第 1回14.4.16／海外からも注目が集まる伝統芸
能「歌舞伎」。番組では現代的なテーマに沿って
演目を選び，独特の演出から舞台のハイライトま
で，外国人視聴者に分かりやすく「歌舞伎」の世
界を紹介した。／司会：中村壱太郎，春香クリス
ティーン／国際放送局，JIB
『Kawaii International』

（月 1回）土　13:10～13:59ほか
　第 1回12.4.28／日本発のポップカルチャーとし
て，いまや世界中で通じる「Kawaii」をキーワ
ードに，カワイイ物や人，事柄に焦点を当て，最
新のトレンド情報を発信した。インターネットを
駆使し，視聴者の番組参加感・双方向感を高めた
ほか，海外の放送局とのコラボレーションや，海
外で開催されたイベントとの連動企画にも挑戦
し，世界の若者視聴者の獲得に力を入れた。／司
会：関根麻里，ミーシャ・ジャネット，メロディ
ー洋子／国際放送局，NEP
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『Medical Frontiers』　新
火　 0:30～ 0:58ほか

　第 1回15.4.6／日本が誇る最新の医療技術や，
超高齢化社会に対応する介護システム，日本のメ
ディカルツーリズム情報など，日本の医療・健康
情報を世界に発信した。／司会：エリカ・アンギ
ャル／国際放送局，Gメディア
『NEWSLINE』

月～日　毎正時
　第 1回00.4.3／毎日毎正時に放送している，NHK
ワールドTVの基幹ニュース番組。日本，アジア，
世界の最新ニュースを，リポートや専門家の解説
などを交えながら分かりやすく伝えた。また，地
域放送局と連携し，地域情報を積極的に海外に発
信した。／国際放送局
『NEWSROOM TOKYO』　新

月～金　20:00～20:45
　第 1回15.3.30／平日夜間に日本とアジアの 1日
の動きをせきとめ，中継やリポートを軸に，専門
家や取材記者の解説を交えて，深く分かりやすく
ニュースを伝えた。／キャスター：別府正一郎，
渋谷亜希，福島優子／国際放送局
『RISING』　新

T国際　木　10:30～10:58ほか
BS1　　　　月　 3:20～ 3:48

　第 1回15.4.2，（BS1）15.4.6／さまざまな分野に
おいて世界レベルで活躍し，その才能と情熱で従
来の価値観を打ち破ろうと奮闘する人々を追うド
キュメンタリー。／国際放送局，JIB
『SAMURAI WHEELS』　新

金　 0:30～ 0:58ほか
　第 1回15.4.3／世界に誇る日本の主力産業であ
る“自動車産業”。最新モデルをはじめとした日
本車の魅力や自動車業界の新事情，車を愛してや
まない人のライフスタイルなど，さまざまな日本
車情報を発信した。／司会：片山右京，ピーター・
ライオン，波音セーラ／国際放送局，Gメディア
『Science View』

水　 0:30～ 0:58ほか
　第 1回12.1.8／日本の先端研究，科学技術を世
界に発信する科学番組。NHKの豊富な映像資産
を活用しながら，スタジオでの解説も交えて，日
本の科学・産業情報を分かりやすく伝えた。メイ
ンとなる「The Leading Edge」や，ものづくり
の現場をリポートする「J-Innovators」などのコ
ーナーで構成。／司会：木村倫子，山本ミッシェ
ールのぞみ／国際放送局，NED

『Side by Side』
T国際　月　10:30～10:58ほか
BS1　　　　月　 3:20～ 3:48

　第 1回14.4.19，（BS1）15.4.27／自らの戦後復興
の経験を基に，アジア・アフリカなどの発展途上
国の開発に，官民さまざまなチャンネルで取り組
んできた日本。現地の人材を活用し，持続可能な
手法を探るなど，日本独自の哲学を持った国際支
援の現場を，ODAから民間企業，草の根の援助
活動まで幅広く世界に発信した。／国際放送局，
JIB
『SPORTS JAPAN』

金　13:30～13:58ほか
　第 1回12.4.8／オリンピックイヤーの12年に立ち
上げたスポーツ情報番組。相撲，剣道や合気道な
どの武道にみる高い精神性，体操や水泳にみる新
技術への飽くなき探求，野球やサッカーにみるチ
ームプレー技術など，日本独特の「スポーツ観」
を，選手への密着ルポや特殊撮影による分析など
を通して明らかにした。／司会：木佐彩子／国際
放送局，Gメディア
『TOKYO EYE 2020』　新

T国際　水　 8:30～ 8:58ほか
BS1　　　　金　 3:00～ 3:28

　第 1回15.4.1，（BS1）15.4.3／06年から放送して
きた情報番組『TOKYO EYE』をリニューアル。
20年の東京オリンピック・パラリンピックに向け
てめまぐるしく変化する東京の変ぼうぶりとその
魅力を，訪日外国人に向けて，さらにパワーアッ
プして伝えた。／司会：クリス・ペプラー／国際
放送局，JIB
『TOKYO FASHION EXPRESS』

T国際　月　 9:30～ 9:58ほか
BS1　　　　木　 3:00～ 3:28

　第 1回08.3.31，（BS1）14.4.13／世界から注目さ
れる日本のファッションの魅力を多角的に伝える
情報番組。パリ，ミラノなど先進地のコレクショ
ン情報も交え，最新トレンドを伝えてきた。日本
のデザイナー，クリエーターなどハイファッショ
ンを世界に発信するキーパーソンに焦点を当て，
創作の裏側，世界観を現場の空気感とともに情報
性豊かに伝えた。／司会：マリエ／国際放送局，
JIB
『TOMORROW』

T国際　月　10:30～10:58ほか
BS1　　　　水　14:00～14:28

再日　 4:00～ 4:28
　第 1 回13.4.1，最終回16.3.14／東日本大震災と



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第２章　番組解説  ｜テレビ国際：特集番組

283 NHK年鑑’16

いう未曽有の災害を体験した人々は，この困難を
どう乗り越えてきたのか？　災害を生き抜く知恵
や日頃の備えについて世界に向けて紹介。「女性
が安心できる避難所運営」「ローカルラジオ局の
あの時」「高校生による津波模型授業」「東北から
ネパール地震への支援」「福島の自主避難者の苦
悩」など，外国人レポーターが，知られざる震災
秘話などを紹介。年間12本を制作した。／ナレー
ション：ステュウット・ヴァーナム・アットキン
／東日本大震災プロジェクト，国際放送局，NEP
『Trails to Tsukiji』　新

水　23:30～23:58ほか
　第 1回15.4.1／築地市場での食材との出会いを
スタートに，地域の生産現場を訪れ，日本の食文
化の奥深さとその多様さを探求した。／国際放送
局，NEP
『アニメSushi and Beyond』　新

T国際　日　21:10～21:30ほか
G　　　木　 0:40～ 1:00ほか

再火　16:05～16:25ほか
　第 1回15.4.12，（G）15.4.16／市場の食堂から隠
れた名店まで，イギリス人フード・ジャーナリス
トのマイケル・ブースが日本全国を食べ歩いて書
いたベストセラー食紀行『英国一家、日本を食べ
る』をアニメ化し国際放送でも発信した。／国際
放送局，NEP

テレビ国際：特集番組
『BENTO EXPO～The Global Lunchbox 
Project』

2.28
　ユニークでカワイイと世界が注目する日本の
「BENTO」。視聴者参加型番組として，世界の
BENTO愛好家から自慢のお弁当の写真や弁当作
りのエピソードなどを募集，番組ホームページに
掲載するとともに，特徴的な作品を現地の取材を
交えて紹介した。また，ホームページに掲載した
お弁当の人気ランキング投票なども実施した。／
出演：アンドレア・ポンピリオ，佐藤亜子，マー
ク松本／国際放送局，JIB
『Biz Buzz Japan』
　「都市鉱山」（7.11），「ヘルスツーリズム」（7.18），
「うなぎ」（11.17），「道の駅」（11.24）／国内版『サ
キどり↑』のインサートVTRを再構成して国際
放送に展開したビジネス情報番組。資源開発やイ
ンバウンドツーリズム，食資源など，日本が直面
する課題をグローバルな視点で捉え直し，世界に

向けたビジネス情報として発信。16年度の定時番
組を目指して 4本制作した。／司会：ジョン・カ
ビラ／国際放送局，JIB
『Bridging the World～80 Years of Radio 
Japan』

6.14
　ラジオ日本の特集企画と連動し，外国のリスナ
ーから送られてきた数々のエピソードを，世界各
地の実情や庶民の暮らしぶりを交え，各言語の放
送を担当する外国人アナウンサーが紹介。現在，
日本語と17の言語で世界に発信しているラジオ日
本の80年の歴史とこれまで果たしてきた役割を振
り返りながら，新たな可能性を語り合った。／国
際放送局
『CYCLE AROUND JAPAN 夏編～NAGASAKI 
戦後70年　祈りの夏』

8.16
　自転車のスピードと目線で旅し，本当の日本の
姿を探す『Cycle Around Japan』。15年の夏は，
長崎県が舞台。原爆投下から70年，被爆の記憶を
次の世代に語り継ぐ男性と出会い，原爆の爪あと
を訪ねた。／国際放送局，Gメディア
『Harumi’s Family Cooking』
　「福岡・糸島編」（5.24），「青森・八戸編」（9.26）
／料理研究家の栗原はるみが日本在住の外国人親
子とともに食の産地を訪ね，家族で楽しめる和食
レシピを紹介した。福岡・糸島編では，「鯛めし」
と特産の豚肉を使った「紙カツ」の調理に親子が
挑戦した。また，青森・八戸編では，旬のごぼう
の収穫，「きんぴらごぼう」の調理に取り組む親
子の姿を紹介。料理を作ることが異文化の理解に
つながることを伝えた。／出演：栗原はるみ，ジ
ョン・カビラ／国際放送局，NED
『Hiroshima Peace Memorial Ceremony』

8. 6
『Nagasaki Peace Ceremony』

8. 9
　広島と長崎の平和式典の様子を，国内と同時に，
英語コメンタリーを付けて中継で伝えた。／国際
放送局
『Inside Lens：Dying at Home～自宅で死を
迎える』

1.27
　日本人の約 8割が病院で最期を迎えるといわれ
る。しかし，高齢化が進む中で医療機関の受け入
れ態勢も限界となり，再び「在宅死」が見直され
つつある。日本人は死についてどう考え，社会は
どう変わろうとしているのか。アメリカ人ディレ



第２部　NHK｜第２章　番組解説  ｜テレビ国際：特集番組

NHK年鑑’16 284

クターが，在宅終末ケアに取り組む福島県の医師
に密着。住み慣れた自宅での「在宅死」を選択す
る患者や家族と，彼らに向き合う医師の姿を描い
た。／国際放送局，NEP
『Inside Lens～JALANAN』

6. 7
　“JALANAN”はインドネシア語で“ストリ
ート”の意味。社会の底辺で暮らしながらも，音
楽を愛し，音楽で人とつながり，自らの人生を変
えていく 3人のストリートミュージシャンの姿を
追い，経済成長の一方で格差が広がるジャカルタ
の一断面を描いた。ジャカルタ在住のカナダ人監
督の作品で，世界の映画祭で多くの賞を獲得して
いる。／国際放送局，NEP
『Live Love Japan!～こうすれば，日本で暮ら
せる！』

2.27
　訪日外国人激増の今，もはや旅では飽き足らず，
日本に移住する外国人も増えている。番組では，
東京のアパート住まいのメキシコ人女性とアメリ
カ人男性のカップルや，静岡の古民家で暮らすフ
ランス人男性を取材。日本に移住してきた彼らの
暮らしを通じて，日本ならではの不思議や生活に
必要なノウハウを紹介し，日本の「衣食住」の
“住”にスポットを当てた。／国際放送局，NED
『Music for TOMORROW』

3.20ほか
　震災発生直後から被災地支援の活動を続けてき
た海外のミュージシャンたちがいる。震災から 6
年目を迎える16年 3 月，グラミー賞受賞のジャズ・
ピアニスト，ボブ・ジェームズの呼びかけで，セ
ルジオ・メンデス，小田和正や八代亜紀など国内
外のアーティストが福島に集まり，復興支援コン
サートを開催。地元の高校生やアーティストとも
コラボレーションしたコンサートのもようを， 3
回シリーズで放送した。／編成局，東日本大震災
プロジェクト，国際放送局，NEP
『NEWSLINE FOCUS～MALALA：RAISING 
OUR VOICE』

11. 8
　史上最年少でノーベル平和賞を受賞したマラ
ラ・ユスフザイさんへの単独インタビュー。日本
のメディアの取材に応じたのは，受賞後初めて。
多くの難民を生み出しているシリア問題から，自
分の家族のことまで，マララさんの声を紹介し，
世界の女性たちに力を与え続ける彼女の魅力に迫
った。／国際放送局

『NEWSLINE FOCUS～戦後70年関連』
8.15

　『NEWSLINE』や『NEWSROOM TOKYO』
でこれまで放送してきた戦後70年関連企画を軸
に，スタジオにゲストを招き，終戦から70年を迎
えた人々の思いや動きを伝えた。／国際放送局
『NEWSLINE 震災 5年関連』

3.11
『NEWSROOM TOKYO 震災 5年関連』

3.11
　『NEWSLINE』や『NEWSROOM TOKYO』
では， 3月 4日からの 1週間，リポートや中継を
交えながら，被災地の現状や課題，支援してくれ
た世界各地との絆，困難を乗り越え未来を見据え
る人々の姿などを発信した。 3月11日当日は，追
悼式典や岩手県陸前高田市からの中継を交え，一
日を通して被災地のいまを伝えた。／国際放送局
『Rika’s Tokyo Cuisine in Bhutan』

1.17
　『Dining with the Chef』でおなじみの行

ゆき

正
まさ

り
香シェフが，アジアの食の多様性からインスピレ
ーションを得て新たな和食を作り出す特集シリー
ズ。今回はヒマラヤの国・ブータンを旅した。好
奇心旺盛な行正が，毎日毎食，唐辛子を野菜とし
て食べるという“世界一辛い”ブータンの食と出
会い，その背景にある文化や人々の精神性につい
て理解を深めていく姿を描いた。／出演：行正り
香／国際放送局，NED
『Science View J-Innovators Special2015～
The Innovators Behind Japan’s Popular 
Sights』

10.17
　『Science View』の人気コーナー「J-Innovators」
の選

よ

りすぐりを紹介する特別版。観光スポット・
浅草の人気の秘密は，古き良き日本の風情と現代
技術が入り混じっているところ。そこにも匠の技
が隠れていた。半永久的に使える浅草寺のチタン
瓦，大衆演劇の役者が愛用する化粧筆，東京スカ
イツリーを支える絶対に緩まないナットに注目し
た。／出演：赤池学，山本ミッシェールのぞみ／
国際放送局，NED
『Shibuya Crossings～若者たちの交差点～』

10.24
　海外では日本の若者文化の象徴的スポットとし
て知られる，渋谷のスクランブル交差点。単なる
流行の発信地にとどまらず，全国から集まった若
者たちの夢や欲望，成功と挫折のドラマが交差す
る。渋谷スクランブル交差点を起点に，アイドル
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志望の女性や駆け出しデザイナーなど，等身大の
若者たちの素顔をドキュメントした。／国際放送
局，Gメディア
『TOMORROW Special』

3.12ほか
　海外ジャーナリストや日本在住の外国人リポー
ターが被災地を訪れ，震災後の日本をさまざまな
角度から取材してきた『TOMORROW』。番組で
は，これまで取り上げた事例を振り返るとともに，
被災地の現状を追加取材。スタジオで，番組リポ
ーターたちが復興の状況，今後の課題などを議論
したほか，世界各国から番組に寄せられた反響な
ども紹介。「岩手編」「宮城編」「福島編」の 3回
シリーズで放送した。／東日本大震災プロジェク
ト，国際放送局，NEP
　「5 years after 3.11 Iwate Edition」

T国際　 3.12／ 8:10～ 8:58ほか
　「震災から5年～岩手編」

BS1　 3.20／14:00～14:48
　スイスのファッションデザイナー，カズ・フグ
ラーとタッグを組み，海外進出を果たした陸前高
田の主婦による縫製チーム。地元ならではのさま
ざまな「漁師めし」レシピを商品化し，東京など
へ出荷する大船渡「おつまみ研究所」の女性た
ち。津波で自宅を失った人々のために，地元の木
材で安価な住宅建設を可能にした，釜石の森林組
合。ダニエル・カールを司会に，岩手の取材を重
ねてきた外国人リポーターらが，困難を乗り越え
元気に生きる人々を紹介した。／出演：ダニエル・
カール，カズ・フグラー，ジェイソン・ハンコッ
ク，ボニー・ウェイコット／ナレーション：ステ
ュウット・ヴァーナム・アットキン／東日本大震
災プロジェクト，国際放送局，NEP，カイエン
　「5 years after 3.11 Miyagi Edition」

T国際　 3.19／ 8:10～ 8:58ほか
　「震災から5年～宮城編～」

BS1　 3.27／14:00～14:48
　震源地に最も近く被害も大きかった宮城県。特
別ゲストのリシャール・コラスは，仏有名ファッ
ションブランド日本企業代表。メーキャップボラ
ンティアチームと被災地の女性たちを癒やしてき
た。番組では，再起をかけて起業し，最新機器を
導入して養殖かきのブランド化を図る漁村，斬新
なPR戦略を展開する若き漁師たち，多忙を極め
る仮設住宅運営管理会社など，宮城の今を紹介。
世界的女優，リン・チーリンと児童劇団の絆も続
いていた。／出演：ダニエル・カール，リシャー
ル・コラス，リン・チーリン，モーリー・ロバー

トソン，ボビー・オロゴン／ナレーション：ステ
ュウット・ヴァーナム・アットキン／東日本大震
災プロジェクト，国際放送局，NEP，エフエフ
東放
　「5 years after 3.11 Fukushima Edition」

T国際　 3.26／ 8:10～ 8:58ほか
　「震災から5年～福島編」

BS1　 4. 3／14:00～14:48
　原発事故で世界的に知られた福島。海外で根強
く残る誤った認識を払拭したい！　番組では，事
故後の福島をテーマにドキュメンタリー映画を撮
り続けているフランス人映像作家，ケイコ・クル
ディをゲストに迎え，福島県の「今」を徹底解
剖！　福島の農産物は安全なの？　除染作業の有
効性と課題は？　除染廃棄物の処理はどうする
の？　といった疑問に，専門家がズバリと答えた。
そして，若い農家たちの原動力は「福島産」への
プライドだった。／出演：ダニエル・カール，ケ
イコ・クルディ，ジェイソン・ハンコック，ラッ
セル・グドール，児玉龍彦（東京大学教授）／ナ
レーション：ステュウット・ヴァーナム・アット
キン／東日本大震災プロジェクト，国際放送局，
NEP，テムジン
『TOKUSATSU RENAISSANCE』

T国際　 9.19
『日本特撮ルネサンス～映画「進撃の巨人」の舞
台裏～』

BSP　 9.24／21:00～21:45
　特撮のトップランナー・樋口真嗣が，世界中に
熱狂的なファンを持つ『進撃の巨人』の映画化に
挑んだ。フルCGを使わずに特撮で撮影し，襲い
来る不気味な巨人を映像化した舞台裏を，余すこ
となく伝えるとともに，若い特撮クリエイターの
革新的映像表現にも注目し，世界に比類なき映像
文化「TOKUSATSU」の魅力と技術を紹介し
た。／国際放送局，JIB
『Train Cruise』
　「静岡・大井川鉄道」（7.19），「北海道・釧網線」
（11.22），「大阪＆和歌山・街と山と海を満喫す
る鉄旅」（2.13）／東西南北に長くのびた国土を
持ち，自然も文化も地域色豊かな日本。それを外
国人リポーターが鉄道で巡る特集シリーズ。緑と
水が豊かな大井川沿いの初夏の風物をSLと山岳
鉄道で訪ね，秋には釧路湿原や知床半島，オホー
ツク海で雄大な自然に触れた。また，冬は，大阪
の街を路面電車で散策，高野山や和歌山の海の街
をさまざまな鉄道で周遊した。／国際放送局，
NPN
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『Walking Together～5000 Messages 
from Tohoku』

3.13
　東日本大震災の直後から現在まで，NHKワー
ルド・ラジオ日本には世界各地のリスナーから
5,000通以上の励ましのメッセージが送られ，被
災地の人々へ届けられている。それがきっかけと
なり，新しい人生を踏み出した人や，恩返しのた
めに海外でのイベントを思い立った人もいた。メ
ッセージがきっかけで始まった交流や，それによ
り力をもらい，復興に向け歩み続ける人々の現在
を紹介した。／国際放送局
『We Love Japanese Songs!』

12.26
　世界の人々が，お気に入りの日本の歌を歌った
投稿動画で参加する年末年始恒例の音楽番組。ラ
ジオ日本と連携して，海外の視聴者やリスナーに，
動画をネット上で投稿してもらい，人気投票での
上位作や優秀作を紹介。その歌にまつわる思い出
や日本の歌の魅力を投稿者たちに語ってもらっ
た。／国際放送局，NEP
『古典芸能の祭典～アジアの記憶、日本の宝』

12.12
　日本の伝統芸能は，アジア各地の芸能がシルク
ロードの終点である日本に伝わり，悠久の時を経
て磨き上げられてきたものだ。伎

ぎ

楽
がく

から獅子舞を，
唐楽・高麗楽から雅楽を，散楽から能や狂言や文
楽を…日本人の感性と融合させながら日本独自の
芸能として今に伝わっている。雅楽・能・文楽・
歌舞伎など，日本の古典芸能 6ジャンルの代表的
な演目を，“アジアの記憶”を手がかりにひもと
き，その魅力を紹介した。／国際放送局，NEP

ラジオ国際放送

ラジオ国際：定時番組
『Friends around the world』（英語）

R国際　日　14:10～14:30ほか
R2　　　 　日　14:10～14:30

再土　14:10～14:30
　第 1回11.3.27／英語によるディスクジョッキー
番組。世界のリスナーからの手紙やリクエスト曲
を紹介するほか，日本各地のイベントやトレンド
スポットのリポートなどで構成。／国際放送局
『Japan & World Update』（英語）

R国際・R2　月～金　14:00～14:30
　第 1回09.3.30／R国際の英語放送をR2で同時放
送。前半15分が『英語ニュース』，後半は『ラジ
オジャパンフォーカス』で構成。／国際放送局
『Masayaのアフリカ音楽紀行』　　

（スワヒリ語）（隔月）土
　日本人の視点でアフリカの暮らしや音楽の面白
さを紹介する音楽紀行番組。ケニアに10年滞在し
て伝統打楽器を学び，現在は岡山を拠点に，パー
カッショニスト，映像作家として活動する大西匡哉
さんが，現地で体験した暮らしや人にまつわるエピ
ソードを，音楽を交えて紹介した。／国際放送局
『英語ニュース』

R国際　月～金　14:00～14:15ほか＊
　　　  土・日　　14:00～14:10ほか
R2 　　月～金　14:00～14:15＊

土・日　14:00～14:10
＊『Japan & World Update』枠内

　第 1 回（R国際）52.2.1，（R2）95.4.3／海外向
けに放送しているラジオ国際放送の英語ニュー
ス。うち 1回を国内でも放送。／国際放送局
『サカキマンゴーの歌って覚える日本語』

（スワヒリ語）（隔週）水
　アフリカの民族楽器「親指ピアノ」のメロディ
ーに乗せて，歌いながら日本語を覚える日本語学
習ミニ番組。クイズ形式を取り入れ，リスナーが
積極的に番組に参加した。サカキマンゴーさんは，
タンザニアの音楽祭に招待されるなど，国内外で
活躍する「親指ピアノ」奏者。／国際放送局
『スペイン語ニュース』　　

R国際　月～金　13:00～13:15ほか
土・日　13:00～13:10ほか

R2 　　月～金　13:00～13:15
土・日　13:00～13:10
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　第 1 回（R国際）53.8.1，（R2）02.4.1／中南米
向けのスペイン語によるニュース番組。日本の出
来事を中心にアジアや世界の情報を伝えた。日本
に居住する中南米のスペイン語圏出身者を主な対
象に，R2でも放送。／国際放送局
『中国語 “日本ジャーナル”』

R国際・R2　土・日　15:45～16:00
再土　13:20～13:50

　第 1 回12.4.7／R国際の中国語番組で放送した
『ラジオジャパンフォーカス』などを再構成し，
日本に居住する中国語を話す人や語学学習者を対
象に放送した。／国際放送局
『中国語ニュース』

R国際　月～金　18:00～18:15ほか
土・日　18:00～18:10ほか

R2 　　　　月～金　18:00～18:15
土・日　18:00～18:10

　第 1 回（R国際）53.8.1，（R2）96.4.1／中国語
によるニュース番組。日本に居住する中国語を話
す人や語学学習者を主な対象に，R2でも放送。
／国際放送局
『ニュース』（各言語）

月～日　10分または15分
（言語によって放送時間，枠時間は異なる）

　アラビア語，ベンガル語，ビルマ語，中国語，
英語，フランス語，ヒンディー語，インドネシア
語，日本語，ハングル，ペルシャ語，ポルトガル
語，ロシア語，スペイン語，スワヒリ語，タイ語，
ウルドゥー語，ベトナム語の18言語で放送。日本
語は在外邦人向け，その他17言語は外国人向けと
して実施した。（英語，中国語，ハングル，ポル
トガル語，スペイン語によるニュースは別項も参
照）
『ハングル日本百科』

R国際・R2　土・日　17:45～18:00
再土　14:30～15:00

　第 1 回09.4.4／R国際の『ラジオジャパンフォ
ーカス』の話題を中心に，日本に居住するハング
ルを話す人や語学学習者を主な対象に放送した。
／国際放送局
『ハングルニュース』

R国際　月～金　18:15～18:30ほか
土・日　18:15～18:25ほか

R2 　　　　月～金　18:15～18:30
土・日　18:10～18:20

　第 1 回（R国際）60.4.1，（R2）96.4.1／ハング
ルによるニュース番組。日本に居住するハングル
を話す人や語学学習者を主な対象に，国内向けに

R2でも放送。／国際放送局
『ポルトガル語ニュース』　

R国際　月～金　18:00～18:15ほか
土・日　18:00～18:10ほか

R2 　　　　月～金　18:30～18:45
土・日　18:20～18:30

　第 1 回（R国際）53.8.1，（R2）95.4.3／南米向
けのポルトガル語によるニュース番組。日本の出
来事を中心にアジアや世界の情報を伝えた。日本
に居住するブラジル出身者を主な対象に，R2で
も放送。／国際放送局
『やさしい日本語』

R国際　月　14:15～14:25ほか
R2 　　　　土　18:45～18:55

再土　 8:30～ 8:40
　第 1 回11.4.9／英語による日本語講座。新シリ
ーズ全48課。タイ人留学生アンナが主人公のスト
ーリー仕立てで，日常会話に役立つ表現を，日本
の文化・習慣とともに紹介した。／出演：山本ミ
ッシェール，ジョナサン・シェア／国際放送局
『ラジオジャパンフォーカス』（各言語）

月～土　15分～30分
（言語によって放送時間，枠時間は異なる）

　日本語を除く17言語で毎週月～土曜に放送して
いるラジオ日本の主力番組。日本の政治，経済，
社会，文化の動きや，科学技術，海外で人気の日
本のポップカルチャー，J-Popなどを幅広く紹介
した。主なコーナーは以下のとおり。／国際放送
局
　「やさしい日本語」 月
　毎週ひとつ， 1年で計48の日常会話で役立つ表
現を，日本の文化や習慣ととともに紹介。
　「季節でめぐる日本」　新 月
　毎回ひとつの「季語」をテーマに古今の俳句を
紹介。鑑賞のしかたや季語にまつわる日本の習慣
を解説し，季節感あふれる日本の詩的世界に誘っ
た。
　「テクノ＆ビジネス」 火
　日本の先端科学技術や，最新のビジネストレン
ドを紹介。
　「RJマニュアル」 火
　ラジオ日本の特集番組の予告や，インターネッ
トサービスの楽しみ方などを紹介した。16年 3 月
終了。
　「文化・生活」 水・木
　現在進行形の社会の動きを捉えた時事問題のほ
か，日本の伝統文化や海外との異文化交流，注目
を集めるトレンドなどを取り上げた。
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　「Making It in Japan」　新 （月 1回）木
　実業家やアーティスト，スポーツ選手にマンガ
家など，日本のさまざまな分野で活躍する外国出
身者を紹介。仕事だけでなく，日本の社会との交
わりや人柄についても，家族とのひとときや趣味
などを通して，立体的に描いた。16年 3 月終了。
　「物語で楽しむ日本の美」　新 木
　国際放送開始80年関連番組として，東京国立博
物館の協力のもと，博物館所蔵の日本美術の名品
の数々を，時代背景や作者の思いとともに伝えた。
また，作品の画像を番組ホームページに解説文つ
きで掲載し，その魅力を伝えた。
　「Let's Cook Japanese」 金
　料理研究家の渡辺あきこさんが，代表的な日本
の家庭料理の作り方を，やさしく楽しく教える料
理番組。あんパンやちゃんこ鍋などを紹介した。
　「Welcome to Amazing Japan！」 金
　ラジオ日本の各言語のキャスターが日本各地を
訪ね，その土地の魅力を案内する旅番組。
　「読み聞かせ文学館」 （月 1～ 2回）土
　日本人作家の短編小説や児童文学などを朗読し
た。大川悦生『おかあさんの木』，小川洋子『愛
されすぎた白鳥』，角田光代『旅する本』ほか。
　「JAPAN Hit Tunes」 （月 1回）土
　日本の音楽シーンを沸かせている旬の歌にスポ
ットを当て，アーティストのプロフィールや歌の
バックグラウンドを解説しながら，話題のヒット
曲を紹介した。
　「Music Journey」 （月 1回）土
　それぞれの季節に，最も輝きを見せる県を取り
上げて，その土地の文化や風土を，ゆかりの音楽
とともに伝えた。童謡からクラシック，歌謡曲，
ポップスまで幅広く紹介。
　「Japanese Pop Culture Magazine」

（月 1回）土
　アニメからJ-Popまで，世界で注目を集めるポ
ップカルチャーの最新動向を伝えるマガジンスタ
イルの番組。「2.5次元ミュージカル」「ワンピー
ス」「コミックマーケット」などの魅力を伝えた。
『リスナーとともに』

日　20分または30分
（言語によって放送時間，枠時間は異なる）

　日本語と英語を除く，各言語によるディスクジ
ョッキー番組。世界各地のリスナーからの手紙や
リクエスト曲を紹介するほか，国内のイベントや
トレンドスポットのリポートなどで構成。／国際
放送局

『留日新天地』　新　
（中国語）（月 1回）土　18:15～18:30ほか

　日本留学を経て各分野で活躍する著名な中国人
を取り上げ，本人のインタビューを中心に，成功
までの苦労や努力，今後の夢や志を紹介した。／
国際放送局

ラジオ国際：特集番組
『Vamos, Amigos！トーク＆コンサート～共
に歩もう　日本とブラジル～』
R国際　（日本語）　　　 　　　　　　3.28

（ポルトガル語） 2. 7，14（計 2回）
FM 　　　　　　　　　 3.21／10:00～11:00 

　ブラジル人住民が多い群馬県大泉町での公開収
録番組。ゲストにボサノバ歌手・小野リサさん，
地元アイドル「リンダ 3世」などを招き，ブラジ
ル文化の魅力や日本とブラジルの文化の違い，異
文化交流の面白さなどについてトークしながら，
ブラジルの音楽を紹介した。／国際放送局，音楽・
伝統芸能番組部，前橋局
『We Love Japanese Songs!』

R国際　　　   12.25～26
（言語によって放送時間は異なる）
（英語）T国際 　12.26（計 4回）

　世界の人々が日本の歌を熱唱するこの番組は，
投稿動画を使った国際版「のど自慢」。テレビ版
放送開始以来 4回目となる今回は，特設ホームペ
ージで作品の投稿を呼びかけた結果，311曲の投
稿作品が世界30か国から寄せられた。インターネ
ットとラジオ，テレビが連動した「見て・聴いて・
参加して」楽しい番組。英語によるテレビ国際放
送と17言語によるラジオ国際放送を行った。／司
会：鮎貝健（DJ），ナタリー・エモンズ（タレン
ト）／ゲスト：高橋洋子（歌手）／国際放送局
『海を越えた想い～歌でつむぐ日本-ブラジル
120年～』

R国際　（日本語，ポルトガル語）
8.27～28（計 2回）

FM 　　　　  8.21／19:30～21:10 
　15年，日本とブラジルの外交関係樹立120周年
を記念して，両国で活躍する歌手，松田美緒さん
を迎えたブラジルづくしの特集番組を 7月18日に
横浜放送局で収録。ラジオ日本，日本語放送，ポ
ルトガル放送とFMで放送した。番組の前半は，
松田さん自身がブラジルで発掘した，日本人移住
者の間で歌い継がれた「移民節」を披露，後半は
最新のブラジル音楽を紹介した。／司会：古賀一
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アナ（横浜局）／国際放送局，音楽・伝統芸能番
組部，NEP
『ウルドゥー語放送戦後再開60周年特集』

（ウルドゥー語）11.27～12. 2（計 6回）
　ウルドゥー語放送は，戦後の放送再開から60年
を記念して 6本の特集番組を放送した。11月15日
には，約300人以上のパキスタン人が暮らし，一大
コミュニティーを形成している富山県射水市で公
開収録を行った。公開収録のもようは 3回にわた
り特集番組として放送したほか，経済や文化の分
野で，日本とパキスタンとのさまざまな協力や交
流を特集した番組も3本放送した。／国際放送局
『オリジナルスキットコンテスト～あなたが作る
「やさしい日本語」番外編』

12.28～29
（言語によって放送時間は異なる）

　日本語講座『やさしい日本語』番外編として，
世界のリスナーに向けて「日本で行ってみたい場
所・やってみたいこと」をテーマにオリジナルス
キットのアイデアを募集。4,000を超える応募か
ら優秀作品 2つを選び， 8月に発表。10月末から
11月にかけて優秀作品の作者 2人を日本に招待。
自作スキットを日本語で実演する過程を，年末の
特集番組として放送した。／国際放送局
『音楽遊覧飛行ワールドワイドⅢ』

R国際 　　　　　 12. 5，12
（言語によって放送時間は異なる）

（日本語）R国際　12. 1～ 4（計 4回）
FM　  11.23／ 9:20～11:50

　13～14年度にFMの番組『音楽遊覧飛行』とラ
ジオ日本が共同で制作した，日本と世界の音楽と
文化を紹介する番組『音楽遊覧飛行ワールドワイ
ド』を11月 1 日，NHK文化祭のイベントで公開
収録した。そのもようをラジオ国際放送の各言語
とFMで特集番組として放送。15年度は，「ワー
ルドミュージック」と「世界の食」に焦点を当
て，ラジオ日本のインドネシア語，ペルシャ語，
ロシア語，スワヒリ語の 4人のアナウンサーも参
加し，故郷の音楽や，各国の料理を紹介した。／
司会：榊原広子（歌手），吉村喜彦（作家）／国
際放送局，音楽・伝統芸能番組部，NEP
『次世代につなぐ戦争の記憶』

8. 6～ 8，10～15
（言語によって放送時間は異なる）

　戦後70年をテーマとした 9本の特集番組を放送
した。長い時間の経過とともに広島，長崎の被爆
の記憶が薄まりつつある状況に危機感を抱き声を
あげている被爆者と，その体験を次世代に伝えよ

うと奮闘する若い世代を，ラジオ日本多言語放送
の外国人アナウンサーたちが取材した。さらに，
被爆体験をインターネットを通して記録する取り
組みを伝えた番組や，大戦終結後もなおやむこと
のない戦いの渦に巻き込まれた人々の証言を通し
て，平和構築へのメッセージを伝える番組も放送。
また，特集期間中の週末には，戦争の悲惨さを描
いた児童向け文学作品も紹介した。／国際放送局
『シリーズ　わたしの平和への思い　～戦後70
年　そして…～』

12.15～17（計 3回）
（言語によって放送時間は異なる）

　戦後70年を締めくくるにあたり，平和を考える
特集。「平和へのメッセージを受け継ぎたい　山
梨学院大付属中学 2年・山本真

ま

琳
りん

」「戦場の記憶
を受け継ぐ　神田外語大学非常勤講師・遠藤美
幸」「民族融和の響きを目指して　バルカン室内
管弦楽団音楽監督・柳澤寿男」を放送した。／国
際放送局
『震災特集「あの日から5年」』

3. 8～12（計 5回）
（言語によって放送時間は異なる）

　東日本大震災から 5年。被災地の復興状況など
を伝える 5本の特集番組を放送した。震災以来被
災者に寄り添う放送を発信し続けているコミュニ
ティ放送局の活動や，被災したフィリピン出身の
女性たちが，新たに英語教師や介護福祉士となり，
地域住民と支え合いながら復興を進めている様
子，震災の記憶を次世代に伝えようと津波到達地
点に石碑を建てる運動を行っている高校生たち，
ラジオ日本が震災の翌年から継続取材してきた宮
城県内の子どもたちの成長を見つめた番組など
で，最終日には，震災直後からチャリティーコン
サートなどを通して被災者支援に尽力してきたア
ーティストのオノ・ヨーコさんに，復興途上の人々
へのメッセージを語ってもらった。なお，いわき
コミュニティFMの活動と気仙沼の子どもたちの
成長については，WORLD TV特集『Walking 
Together ～5000 Messages from Tohoku』でも
放送。／国際放送局
『タイで広がる日本人気！～ジャパンエキスポ・
イン・タイランド2016とタイ国際旅行フェア
の会場から～』

（タイ語） 2.11～21
　タイの日本旅行ブームについて，タイの人気キ
ャスター，チャイラット・トムヤーさんによる特
別リポートを，関連インタビューとともに， 6回
にわたって放送した。／国際放送局
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『中国語ラジオパーソナリティーコンテスト』
（中国語）11.29ほか

　14年度に引き続き，日中の 2人組がラジオパー
ソナリティーになりきり，トークを競い合うコン
テストを実施。11月に千代田放送会館で行われた
公開収録には15組が出場し，会場にはおよそ170
人の観覧者が集まった。リスナーによるウェブ投
票で優勝者を決定。優勝チームは中国語『リスナ
ーとともに』のパーソナリティーとして，番組に
出演した。／国際放送局
『2016今年にかける』

1. 1， 4～ 7（計 5回）
（言語によって放送時間は異なる）

　東南アジアへの進出を本格化させる芸能プロダ
クションの役員，長崎での被爆体験を描いた作品
が海外で注目されている女性作家，日本初のラグ
ビーW杯の開催に向け奔走するコーチングディレ
クター，日本食ブームの中，欧州初のかつお節工
場をフランスに建設する食品会社社長，シリア難
民を記録し世界に問いかけている女性映画監督な
ど，16年に活躍が期待される各界の人々に，新年
の抱負をインタビューした。／国際放送局
『日韓の違いを乗り越えて』

（ハングル） 6.21，28， 7. 5
　日韓国交正常化50周年を記念し，NHKとKBS
の共同制作として， 6月13日にソウルのKBSスタ
ジオで公開収録を実施した。ソウル在住の日韓国
際結婚夫婦をスタジオに招き，文化の違いによる
誤解や，克服の知恵などを楽しく語るトークショ
ー。／司会：シン・ウィス／出演者：パク・チョ
ア（KBSアナウンサー）／ゲスト：パク・チョン
ヒョン（法政大学大学院教授）ほか／国際放送局
『年末ハイライト　ニュースこの一年』

12.22～24（計 3回）
（言語によって放送時間は異なる）

　過激派組織IS・イスラミックステートによる日
本人殺害，鬼怒川氾濫，安保関連法成立など，15
年も重大ニュースが日本を駆け巡った。世界から
特に注目を集めたニュースを政治，経済，社会・
科学の 3分野に分けて伝えた。／国際放送局
『ヒンディー語放送再開60周年記念番組「リス
ナーとともに特別号」』

（ヒンディー語）10.25
　ヒンディー語放送戦後再開60年を記念して，イ
ンド人が多く住む東京都江戸川区西葛西の「ディ
ワリ祭り」の会場で，10月24日，記念番組の公開
収録を行った。／国際放送局

『私とラジオ日本』
6. 1～ 2

（言語によって放送時間は異なる）
　国際放送開始から80年を迎えた 6月 1日から 2
日連続で，長年にわたるリスナーとラジオ日本の
つながりについて特集した。番組では，ラジオ日
本で日本語を学んで来日し，日中友好に尽力する
中国出身者や，放送で紹介した日本のNPOによ
る清掃活動に触発され，ヤンゴンの街で美化キャ
ンペーンを始めたミャンマーの青年を紹介した。
／国際放送局


